
L解 説

｢テクニカルタ⊥ムの解説｣.

本号より新企画 として,テクこ,カルタームの簡単な解説を載せることにな

ったO テクニカルタ丁ムと云うと一寸高尚に聞えるが,庫 にはやたらと新語

を作 って ,カッコよが る (?)向もあるようで,物理学界の中に或種の

Iangua_ge baTrierが築かれていろ面もなきにLもあらずであるOけれ ど

もこの種の_流行語 ･新造語をも含めて,テクニカ}L'タームは大なり小な りそ

れが必要 と考えられ便利 と思われるだけの研究情勢,研究内容 と云 う背景が

あると考 えたい｡ ｢物理学会誌｣に ｢物理学 jモ｣と云 う欄が連載 されたが,

これはいわばかな り確立 したテクニカルタムに対す る岩波理化学辞典増補版

の ような ものであったO ｢物性研究｣は,esもablish さ｣れていない内容,

orもhodoxでない接近法を含むことを特徴 とし流劫的な研究意見,情報の女

換の場である. 本誌のテクニカルタームの轟艶もこのような云タイルであ り

たいと思 うoこの企画が多少な りとも異る研究､分野問の barrier【一の除去 と+

異 るグループ間の活発な批判,意見の交換のよすがともなれば幸である｡

-(松田)

伏 DegreeofLocaliza七ionn

不規則鎖の電子状態,･振動状態の研究で用い られるこの言葉は,まだ確立

した適当な定義があって一般に受入れ られる段階になっていない｡

事の起 りは,一次元不規則 ポア ソンヤルの滞 在下での-電子 schr-;dinger

方程式の固有関数は旦三三空間執 二局在LLていると云 うMoももーTwoseの軸
1)2)
託宣に始 まるO 局在す るとはその固有関数に特有な空間の一点から関数 の絶
対値の上擬は指数関数的に距離 と共に減少す ると云うのであるOもしそ うな

ら,この ときの damping consヰantを degreeoflocaliza七まon と呼

んでよさそうだが ,そう定義した論文はないようである｡一次元不規則系で

局在す ると考えるMotもらの根拠は次のようなものである｡ (iL) 系の左端
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で境界条件を与え られた戎エネルギーの波動関数は右に進むに従 って不規則

ポテ ンVヤルのために大抵指数関数的に増加･.すると考えて よい｡右端か ら左

棉-進む ときも同様である O (ii)固有関数は同 じエネjt/ギーに属す る上記

二つの披劫関数の対数導購数が中間の一点で一一致す る (phase一matching)

ようなエネルギー (固有値)に対応するものであ る . 対数導関数の値はエネ

ルギーの関数 として大体のエネルギー領域で一定であるが,特定の狭いエネ

ルギー領域で--から+-まで急激に値を変え,･ここでpbase-1na′tCh土ng

が起 る｡ (iii)従 って左か ら右へ進 ませた波 に対してエネルギーがこの領域

に入って maf,chingが起って も右から左-進 ませた波は特定のエ ネルギー

に対応す る特別な ものとは考 えられないか ら,やはり大抵指数関数的に増加

してお り,同 じことが左右を入 れかえて も云 えるだろう｡このことは e琴PO-

nential l｡C去iizati｡nを意味する0
5)

Borlandは,これ らの予想の中 (日 を高エネルギーの極限で証明定量化

す ることに成功 した｡彼は

- d24･/dx2+ Ⅴ(Ⅹ)i･- k2i.

Ⅴ(Ⅹ)=~p菅 8(Ⅹ~Ⅹi)tA (Xi< Ⅹi+.)

な る系で間隔 Ⅹ汁 了 Ⅹiが異なる1同志に相関な く分布す る場合を考え

¢(Ⅹ)= Ai COS 〔k(Ⅹ-Ⅹi)十 Ei 〕 (5)

-士Ai CO･S 〔 k (Ⅹ-Ⅹ i-1)+ ei' 〕 (Ⅹ i - 1< Ⅹ< Ⅹ i)

とおいて

N-1

en (A;+N/Ai2)- :∑ en f(Ei.J)j･=D

f(Ei)… A;+./ Ai2 - dei/d5'1

を導 き,汰- - の極限で左端で境界条件を与えた波について

< Pnlf(e)I> > o
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顕 ることを示したOただし< :･.> は集団平均を示す . 偉円平均が大多数の

sampl､eについての億 と一致するとすると (6)をよ くi)を支持す 句ことにな

り, (ii)以下の考えが正しければ < Cnf> は llicaliza七io.nの-degree

を与えると云 って よ
･'4

Hori-Minami

ヽ

ま

し
.)
Ir

0

この <Cnf> を次の ように一般化 した｡

電子の場合も,_nearest neighbor士1arm｡nic interactionをなす

藻動子琴 も,或 S与teiの状態は 2次元 ve,Cもor(Xy三) で表わされ,そFLら
紘

二 -Q∴二

Q1 - に11昌:l#]
の形で結ばれる｡

Z.〕- ⅩJ/yJ- e183

とお くと

dSJ fx ll+ 1 J 2 + -yl+ l i p

d∂]+. Ix iI2 + 恒 !2

(7)

(81

(9)

(10)

ユ,yiは ¢(Ⅹi)I ¢ ′(Ⅹi)と取 るこなる関係が導かれ る｡電子の場合は Ⅹ.

とが出来 ,藻劫の場合は変位に比例 し＼て取 ることが出来 るので,<L_> …く伽

(くま8･j/dSj+1)> は Porlanqの <Cnlf(6"> に対応する量であるo
Hori らはくL> を qensemble degreeof localization"と呼び,

一つの sample chainで 3-について平均して定義 された Lを ttsample

degree of localization"-Lと呼んで区別 したo < L> と L.の一致

紘,phase †SJlを確率過由 と鹿たときのコルゴー ド性に関連しているO

我 々が吻理学的に知 りたいのは,始めに述べたような指数関数の damping

consもantで ,これとLとのつなが りは conjec七ure.(捕):･, (iii)の正当性
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を条件 としている｡ 計算機実験 とそれの肇折の結果は上のつなが りを支持し

ているようだカき)一般的な理論的基礎はまだ出来上っていない.

㌔degree oflocalizationは,かなり,アカデ ミックな興味の所産の

ようでもあり,それに寄せ られる一般研究者の軌 亡､の degree o.flocal-

i乞ationも相当高いようであるO (ここで固有関数は規格化されていると

す る)

しかし長鎖状分子のように本質的に一次元的な物質の伝導現象を理解する

上に,蘭有閑琴の特質を完全に理解することは憲要であるO固有関数は

physicalobservableでないから重要でないとの考えに対しては Bloch
d)

関数の果 した役割 とか液体 Heの固有関数に対するFeynmanの考察を例に

引きたい.とまれ degree of localiza七ionにまつわる不明快さを早 く

一次元か ら除いて,確実な基礎の上に更に現実的な問題に立向いたいもので

ある｡ (基研, 松 田 博 嗣 )

1) N.F誹 Ott and W.D.Twose,Adv.Phys.ユ旦 (1961),

EiiZI
EiiZ
EiiZ1
1Ⅳれリ

2

NJ

4

5

6)

107.

N.F.Mot上, Adv.Phys.1旦 (1967), 50.

A.冗.BoTeand,Proc.Roy.Soc.A.274 (1965),529.

J･Hori and ,S･Minami･物研 旦 (1967),F67･

H.Matsuda,･物研 10(1968)N｡.5 非周期系の基礎物睦研

究会報告

R.P.Feynman'-Progress in Low Temperature Physics

∀oユ.1.(North-Holland Pub.C0.,1955),p.17.

-558-


